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復活節第 3 主日                  No. 17 
 

主日礼拝    
 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「25わたしは知っている 

わたしを贖う方は生きておられ 

ついには塵の上に立たれるであろう。」  

           (ヨブ記 19:25) 
 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

交読詩編 4:1～9 

司式者：呼び求めるわたしに答えてください 

会 衆：わたしの正しさを認めてくださる神よ。 

司式者：苦難から解き放ってください 

会 衆：憐れんで、祈りを聞いてください。 

司式者：人の子らよ 

いつまでわたしの名誉を辱めにさらすのか 

会 衆：むなしさを愛し、偽りを求めるのか。 

司式者：主の慈しみに生きる人を主は見分けて 

会 衆：呼び求める声を聞いてくださると知れ。 

司式者：おののいて罪を離れよ。 

会 衆：横たわるときも自らの心と語り 

そして沈黙に入れ。 

一 同 ：  ふさわしい献げ物をささげて、主に依り頼め。 

司式者：恵みを示す者があろうかと、多くの人は問います。 

会 衆：主よ、わたしたちに御顔の光を向けてください。 

司式者：人々は麦とぶどうを豊かに取り入れて喜びます。 

会 衆：それにもまさる喜びを 

わたしの心にお与えください。 

司式者：平和のうちに身を横たえ、わたしは眠ります。 

一 同 ：  主よ、あなただけが、確かに 

わたしをここに住まわせてくださるのです。 

 

 

祈祷 
 

献金  
 

主の祈り  

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 
 

聖書 ルカによる福音書 24:36～43 
         新約（新共同訳）p161 

 

36こういうことを話していると、イエス御自身が彼ら

の真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」

と言われた。37彼らは恐れおののき、亡霊を見ている

のだと思った。38そこで、イエスは言われた。「なぜ、

うろたえているのか。どうして心に疑いを起こすのか。 

39わたしの手や足を見なさい。まさしくわたしだ。触

ってよく見なさい。亡霊には肉も骨もないが、あなた

がたに見えるとおり、わたしにはそれがある。」40こ

う言って、イエスは手と足をお見せになった。41 彼ら

が喜びのあまりまだ信じられず、不思議がっているの

で、イエスは、「ここに何か食べ物があるか」と言わ

れた。42そこで、焼いた魚を一切れ差し出すと、43イ

エスはそれを取って、彼らの前で食べられた。 

 
 



賛美 329「目覚めよ、歌えよ」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

説教 「日常のただ中に立つイエスさま」 
 

賛美 469「善き力にわれかこまれ」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

        ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

            わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 

 
 

後奏  

 

司 式 要田 悟史 

説 教 向井 希夫牧師 

奏 楽 大代 恵 


